
【広域（担い手）】

地域農業を支える多様な人材の活躍

～ 空知管内における農福連携野推進に向けた取組 ～

対象：農福連携志向農業者 など

１ 活動の背景

２ 活動の経過

・農福連携や特定技能外国人、単発アルバイト等の多様な人材・多様な形態による労
働力の確保が必要

・農作業見学会・体験会の実施

３ 成果の具体的内容

見学会：ひまわりのは種 見学会･体験会：ミニトマトの計量･袋詰め

◇農業・農村を支える人材の状況：後継者不足や高齢化から農業の労働力不足

◇農福連携の推進に向けた取組：志向する農業者・福祉施設ともに具体的情報不足

・総合振興局や関係機関と連携した農福連携の推進
・岩見沢地域をモデルとした取組支援と対象者へのフォローアップ

・岩見沢市及び三笠市（JAいわみざわ管内）の農業者、福祉事業所、JAいわみざわ、
岩見沢市役所、空知総合振興局農務課、空知農業改良普及センター

◇取組メンバー（岩見沢地域農福連携関係者）

■農福連携の実施に向けた活動

■農福連携を推進するための活動

・農福連携取組事例の収集
・農福連携取組事例集の作成
・農福連携取組事例集の作成に係る関係者意見交換会の開催

■農福連携の実施に向けた活動

◇農作業見学会・体験会の実施
・農福連携を志向する福祉事業所の担当者や利用者を対象に、実践農家のほ場で、
見学会・体験会を実施した。



４ 今後の課題と対応

ひまわりのは種 ブルーベリーの収穫 オクラの計量･袋詰め

空知版事例集

意見交換会の様子

【実践農業者の声】
・実際にひまわりのは種作業に取組んでもらうと、利用者個々の特性によっても作業
の仕方は違うが、丁寧な作業をしてくれるので安心した。は種作業の確認作業も支
援員の方にしっかりとやっていただいているので、心配はない。

・やってみて良かった点は、いかに作業を細分化して伝えるか考えるきっかけになっ
たところ。農福だけで無く、パートさんにも同じ扱いにしたところ、効率よく収穫
できるようになった。

事例集を作成したことで、農福連携に適した作業内容、取組まれている工夫や改善
など、今後志向する農業者にも伝わりやすいと考える。
また農福連携を受け入れるために行った工夫や改善は、福祉に限らずパートや特定

技能外国人など、農業分野で多様な人材を雇用する際に参考になる。
そのため、農福連携等を志向する農業農業者へ、事例集を活用して情報提供を行う。

■農福連携を推進するための活動

◇農福連携取組事例の収集
・ひまわりのは種作業やブルーベリーの収穫作業、オクラの計量･袋詰め作業等で、
農福連携を実践する農業者や福祉事業所へ、振興局農務課や地域係の担当者と
共に取材を行い、情報収集を行った。

◇農福連携取組事例集の作成
・実際の作業内容や作業の流れ、スムーズに作業が出来るよ
うな工夫、農福連携を実践する農業者の声など、取材を通
して提供いただいた情報を掲載し、農福連携を志向する農
業者や福祉事業所が、農福連携を知る第一歩になるように
事例集を作成した。

◇農福連携取組事例集の作成に係る関係者意見
交換会の開催
・農福連携に取組む実践農業者やＪＡ担当者、福祉事
業所の担当者から、福祉事業所の利用者が、効率よ
く働けるように工夫していること、働きやすい様に
環境を整備していることなど、お互いに情報交換を
行った。


